
受入先の調整等

他県の福祉等実施機関

福 祉 事 務 所

地域包括支援センター

障害相談支援事業者自 治 体 福 祉 部 等

社 会 福 祉 施 策

医 療 機 関 社 会 保 険 事 務 所

福祉等実施機関

受入先の調整等

連絡・調整

（帰住地等）
情報の提供

協力依頼

◆ 福祉による支援が必要な被収容者の選定

◆ 当該被収容者の福祉ニーズの把握

◆円滑な社会復帰に向けた帰住調整

地域生活定着支援センター保 護 観 察 所

他県の地域生活定着支援センター

社会福祉士等の業務

業務量増加に伴う社会福祉士の拡大

特別調整対象者の保護上移送実施体制の確保

高齢者・障害者支援対策経費の確保高齢者・障害者支援対策経費の確保（要望額：９６，５９４千円）（要望額：９６，５９４千円）

連絡・調整

地域生活定着支援の推進地域生活定着支援の推進

刑事施設

障害を有する受刑者の社会復帰支援

作業の実施が困難

就労に対する意欲低下 等

コミュニケーション能力不足

作業の実施が困難

就労に対する意欲低下 等

コミュニケーション能力不足精神等に障害を持つ受刑者精神等に障害を持つ受刑者 特別生活・就労支援スタッフの配置

窯業科の開設

リハビリ効果，勤労意欲醸成 等

自己管理に関する生活支援 等

特別生活・就労支援スタッフの配置

窯業科の開設

リハビリ効果，勤労意欲醸成 等

自己管理に関する生活支援 等

窯業科の開設

リハビリ効果，勤労意欲醸成 等

自己管理に関する生活支援 等

施設内処遇の強化

矯正教育体制の充実・強化矯正教育体制の充実・強化（（要望額：４５，５０５千円）要望額：４５，５０５千円）

◆ 罪名や問題性に応じた専門的プログラム
による指導を実施

◆ 罪名や問題性に応じた専門的プログラム
による指導を実施

特別改善指導特別改善指導

○薬物依存離脱指導

○性犯罪再犯防止指導

義務教育
未修了

中学卒業 高校在学
・中退

高校卒業 大学在学・
中退・卒業

その他

平成２２年新受刑者の教育程度

中学卒業
１１，２９８人
（４１．７％）

高校在学・中退
６，５００人
（２４．０％）

高校卒業
６，９３６人
（２５．６％）

大学在学，中退，卒業
１，９７３人
（７．３％）

その他（不就学・不詳）
５５人
（０．２％）

義務教育未修了者
３１７人
（１．２％）

高校未修了者
１８，１７０人
（６７．１％）

教 科 指 導教 科 指 導

○補習教科教育

小学校又は中学校の教科内容に準ずる指導

○特別教科教育

高等学校又は大学の教科内容に準ずる指導・指導充実のためのパイロット施設の体制整備
・指導職員の専門的知識・技能の向上
・施設内から社会内へ連携した指導教材の開発

指導充実のための指導実施施設の拡大

教育支援スタッフの配置拡大等

自立能力の付与・社会性のかん養自立能力の付与・社会性のかん養

職業的知識・技術の向上／職業能力の発掘職業的知識・技術の向上／職業能力の発掘

出所出所

入所入所

就労環境・体制の整備就労環境・体制の整備

職業能力開発支援等による社会復帰支援職業能力開発支援等による社会復帰支援（要望額：３４４，８６４千円）（要望額：３４４，８６４千円）

就労安定 ⇒ 円滑な社会復帰・再犯防止就労安定 ⇒ 円滑な社会復帰・再犯防止

全受刑者　63,845人

　その他

 49,399人(77.4％)

覚せい剤事犯者

14,446人(22.6％)

（平成22年末）

全受刑者中，覚せい剤事犯者の割合

○農園芸科の拡大

○雇用ニーズに基づく就労支援体制の充実強化

○若年作業専門官の能力向上研修の実施

○就労支援スタッフ（キャリアコンサルタント）の配置見直し

○外出・外泊及び外部通勤作業等の実施に向けた基盤整備
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